
裏面もあります 

 

罹災証明書の発行について 
 

 

 過日の令和元年台風第 19 号により被災された皆様には、心よりお見舞い申し上げま

す。 

 申請のありました罹災証明書について、別紙のとおり発行いたしましたのでご確認く

ださい。 

 なお、被害の程度は、内閣府政策統括官（防災担当）付参事官（事業推進担当）の令

和元年 10 月 14 日付け事務連絡「令和元年台風第 19 号における住家の被害認定調査の

効率化・迅速化に係る留意事項について」（以下「内閣府通知」という。）に基づき以下

の区分で判定しています。 

また、一部損壊については、損害点数に応じて「その他」欄に「一部損壊（準半壊）」

又は「一部損壊（10％未満）」の記載をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 内閣府通知において、「一部損壊（準半壊）」及び「一部損壊（10％未満）」の取扱

いは暫定的な措置であり、名称も仮称としています。 

・ 罹災証明書の主な利用については、別紙「台風第 19号による被災に係る主な減免・

免除等対象項目例」をご覧ください。 

  なお、あくまでも別紙は事務手続きの一例であり、全ての官公庁等の必要な手続き

を網羅しているものではありませんのでご注意ください。 

 

【罹災証明書の判定内容説明・再調査について】 

 判定内容の基準・ご不明点について、まちづくり推進課で説明を行っています。ご希

望の方は事前に裏面記載の問い合わせ先までご連絡ください。 

 なお、判定の基準については、内閣府ホームページ「防災情報のページ」 

（http://www.bousai.go.jp/taisaku/unyou.html）でもご覧いただけます。 

 また、罹災証明書が発行された後においても、さらなる時間の経過により床材の剥離

損害割合 損害点数 判定

50％以上 50点～ 全壊

40％以上50％未満 40～49点 大規模半壊

20％以上40％未満 20～39点 半壊

10％以上20％未満 10～19点 一部損壊（準半壊）

10％未満 １～９点 一部損壊（10％未満）



【判定や調査の内容・再調査について】            

狛江市都市建設部まちづくり推進課           

電話：（代表）03-3430-1111（内線）2541・2542・2543・2546   

（直通）03-3430-1305・03-3430-1309・03-3430-1359 

【罹災証明書の発行・送付について】 

  狛江市市民生活部課税課 

   電話：（代表）03-3430-1111（内線）2267・2268・2269 

      （直通）03-3430-1213 

や断熱材のカビが発生する等の新たな被害が報告されています。この場合、判定が変わ

る可能性があるため、再調査を実施しています。該当する方は、まずは写真等をご用意

いただき、まちづくり推進課までご連絡ください。 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 

 

 

 

 

   


